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人権分野に関する活動報告

評 価 【本年度活動内容】
休暇制度がきちんと整えられ、社員の人
権を大切にしていることが分かる。また、
カラーユニバーサルデザインを推奨する
など、多くの人にとっての平等をかなえよ
うとしていることが分かる。

※この活動報告は、本レポート制作に関わった武蔵野大学 環境学部 佐々木重邦ゼミCOP制作プロジェクトに、
　当社活動を「見える化」する中で得た内容を基に、客観的に評価していただきました。

【連絡先】
グローバルコンパクト推進委員会  野沢 功
E-mail : gc@eblo.co.jp 
Phone : ＋81-3-5733-5151　Fax : +81-3-5733-5161

【来年度目標】
カラーユニバーサルデザインについては、
営業用ツールを整備し、年間を通じてカ
ラーユニバーサルデザインの普及活動を
実践する。
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! 腐敗防止分野に関する活動報告

環境分野に関する活動報告

労働基準分野に関する活動報告
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【本年度活動内容】
休暇制度が整えられていることが分かる
ほか、取得した社員の声を載せていること
が好印象。しかし、社員が取得しやすい状
況であるのかを示すような具体的な情報
提供があるとなお良い。

【来年度目標】
法規制遵守の規定をはじめ、それらの「社
内情報共有を最適化する」ことに焦点を
当て部門、個人レベルまで情報格差を解
消し、制度を有効に活用できる整備環境
を図る。

【本年度活動内容】
ISO14001の取得により環境保全に対
して興味を持ち、取り組んでいることが分
かる。具体的にどのような活動を行って
いるのかなどの情報があるとなお良い。

【来年度目標】
ISO14001で設定している、廃棄物再利
用率の向上をはじめ、事業内容と連動し
た環境目標（ICTソリューションサービ
ス、CSRコミュニケーション、その他環境
配慮型サービスの提供）を達成させる。

【本年度活動内容】
コンプライアンスの徹底のために体制が
整えられていることが分かる。周知徹底を
図るために研修を行っていること、そして
アンケートによってそれが効果を出してい
ることが分かり、透明性を感じる。

【来年度目標】
コンプライアンスアンケートの結果を精
査し、教育・研修を中心に具現させる。
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Grow Up ! 見える。 取組む。 成長する。

からはじまるコミュニケーション。

わたしたちは、国連グローバルコンパクトの10の原則に準拠し、
コミュニケーション活動を通して

サステナブル社会の構築に貢献してまいります。

人　　権 企業は、
 　原則１：国際的に宣言されている人権の保護を支持、尊重し、
 　原則２：自らが人権侵害に加担しないよう確保すべきである。

労働基準 企業は、
 　原則３：組合結成の自由と団体交渉の権利の実効的な承認を支持し、
 　原則４：あらゆる形態の強制労働の撤廃を支持し、
 　原則５：児童労働の実効的な廃止を支持し、
 　原則６：雇用と職業における差別の撤廃を支持すべきである。

環　　境 企業は、
 　原則７：環境上の課題に対する予防原則的アプローチを支持し、
 　原則８：環境に関するより大きな責任を率先して引き受け、
 　原則９：環境に優しい技術の開発と普及を奨励すべきである。

腐敗防止 企業は、
 　原則10：強要と贈収賄を含むあらゆる形態の腐敗の防止に取り組むべきである。

グローバル･コンパクトの10の原則

初のCommunication on Progress（COP）を発行するにあたり、本レポートの制作自体をこ
れまで当社が取組んでまいりましたキャリア教育活動の一環として、当社自体を教材に、CSRレ
ポートの制作を産学連携して行うことを決定し、制作プロジェクトを立ち上げました。

私たちが考えた本プロジェクトの目的は、ニッセイエブロが「よりよい企業になる」ということです。
私たちの考える「よりよい企業」とは、売上や企業規模の大小ではなく、そこで働く社員をはじめ、
その企業と関わる全ての人々が、責任ある市民として、個人や企業を取巻く社会に関心を持ち、
持続可能な社会のために考え行動する、そうした土壌を持つ企業のことです。
私たちは本プロジェクトのコンセプトを

「Ｇrow Up ! 見える。取組む。成長する。」としました。
初年度は、「見える化」を編集方針としました。
これは、社員に自社についてより知ってもらうと言うことです。自社のことを知ることによりはじめて、
改善点やより伸ばすべき点が明確になり、よりよい企業に向かっての取組みができるからです。
また、当社と関わりのあるお取引先様、協力会社様の方々には、ありのままの当社を、変わってい
く当社を、より詳しくお伝えすることができ、当社の小さな取組が少しでも良い影響として広がっ
ていくことを望みます。
私たちは2010年「見える化」を実現し、2011年には、2010年で見えた改善点や伸ばすべき点
を踏まえて「取組み」を強化し、2012年には、企業としてひと回りもふた回りも大きく成長する。
そうした3ヶ年のスパンで「よりよい企業」に成長するよう本プロジェクトを位置付けました。
この報告書は、国連グローバル･コンパクトへCommunication on Progress（COP）として提
出するばかりではなく、当社の成長のスパイラルアップを図るツールとして発行致します。

 ニッセイエブロ株式会社　グローバルコンパクト推進委員会
武蔵野大学 環境学部 佐々木重邦ゼミCOP制作プロジェクト
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GCの理念に基づいた経営を持続し、
社会に求められる会社へ成長させます。

1グローバルコンパクトへの加盟は、「良い会社」の1つの指針
ビジネスを行っていく上で、社会に対して責任ある行動を求める理念に共感を覚え、こうした企業
になりたいと思ったことがグローバルコンパクト加盟の大きな理由です。
また、加盟することによって、その原則を守る義務が生まれます。
年一度のCommunication on Progressの発行により、事業活動をGCの10の原則に基づい
て棚卸作業を行うことができ、結果、これまでの活動内容の検証と今後の活動方針、活動内容の
検討を客観的に行うことができました。このプロセスが私たちを「より良き企業市民」へと成長さ
せてくれます。こうしたことがしっかりできていない会社は、これからは淘汰されていくと思います。
今後も、宣言に相応しい会社になる様、ますます努力していく必要があると考えています。

2Win-Winの関係を築き、社会に貢献できる会社
会社経営で大切にしていることは、基本に立ち返ること。会社は何のためにあるのかと考えたと
き、社会のため、利害関係者のため、社員、お客様、地域の皆様のためにあるということを意識して
います。そしてこれらのステークホルダーと共存していくWin-Winの関係を築きたいと思っていま
す。どちらかだけが得をするのではなく、お互いに利益を生む関係を作る必要があります。
こういった経営理念の下、CSR活動は企業の根幹と位置付け、事業を通して世の中を良くしてい
き、人々を幸せにしていかなければなりません。逆に言えば、これができなければ企業の存続する
意味はないと考えます。

3社会の変化に敏感になり新しいことに挑戦する
私たちが携わってきた広告・印刷・出版などは厳しい状況に置かれています。ネット社会の急激な
進展に伴い、旧来型事業の需要が縮小しているのも事実です。私たちの業界に限らず、世の中全
体が不況傾向にある中、社会の変化にいち早く対応し、GCの理念に基づいた新しい経営、市場
の創造が会社存続のキーポイントになり、事業の持続可能性を高めることに繋がります。
これは、当社が社会に求められる企業に成長することであり、社員を社会に求められる人材に育
成することに繋がります。
社会への新たな挑戦は、私の目指すところであり、社員に求めるところです。

編集方針

代表取締役社長

Top Commitment
トップコミットメント
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電子出版
収益モデル

社会貢献
地域貢献
プロボノ
ISO26000
GRIガイドライン
コーズ･マーケティング

ブランディング
CI・VI
ペットマーク
キャラクター
社員教育
企業広告
パッケージ
運用マニュアル

営業支援
パンフレット　eラーニング
販社向けセミナー
管理システム
セールスマン･コンテスト
モバイル･インフラ

販売促進
販促キャンペーン　店頭･店内装飾
　　店頭販促企画　モバイル･プロモーション
　　　インスタントウィン　タッチ＆トライ
　　　　店内販促企画　マネキン販売
　　　　クーポン　ゾーニング
　　　フェイシング　POP
　　キャンペーンサイト
フラッシュマーケティング

工場見学
　施設見学　告知サイト
　　シャトルバス運営　PR
　　　事業紹介映像　ノベルティ　ポスター
　　　　　モバイル･プロモーション
　　　　　　バズ･マーケティング

会社案内
　営業案内　パンフレット　商品カタログ
　　アニュアルレポート　CSRレポート
　　　コーポレート・サイト

周年広報
　記念誌　記念式典
　　コーポレート･プロモーション･ビデオ
　　　記念品
    　　招待状

ナレッジマネジメント
　社内報
　イントラネット
　　eラーニング
　　　集合研修
　　遠隔地セミナー
　テレビ会議

社内IT環境
　運用環境

新端末対応
　新端末導入支援

商　号 ニッセイエブロ株式会社 [英文表記／NISSEI EBLO INC.]

設　立 1950年2月（創業／1944年6月）

資本金 9,000万円

代表者 代表取締役社長　亀田 修平

従業員数 55名

事業所 本社
 〒105-0004 東京都港区新橋5-20-4
 TEL.03-5733-5151　 FAX.03-5733-5161

昭和19年 （1944） 亀田英二が個人営業として千代田区神田和泉町に日本青写真工業社を創業

昭和22年 （1947）  株式会社日本青写真工業社として発足

昭和25年 （1950）  日本青写真株式会社設立

昭和26年 （1951）  株式会社日本青写真工業社および日本青写真株式会社合併

昭和27年 （1952）  マイクロ写真部を設置

昭和32年 （1957） 印刷部を設置

昭和46年 （1971） 港区西新橋に本社ビル竣工、本社を移転
  社名を日青工業株式会社と変更

昭和59年 （1984） 港区西新橋に本社第二ビル竣工　制作部を設置

昭和60年 （1985） 企画･デザイン部門設置、映像制作業務を開始

昭和61年 （1986） 亀田修平が代表取締役社長に就任

平成元年 （1989） CI導入、社名をニッセイエブロ株式会社に変更

平成11年 （1999） Web制作・システム開発事業を本格的に開始
  情報公開法公布に伴い、文書管理業務を開始

平成13年 （2001） 港区新橋に本社ビル竣工、本社を移転

平成15年 （2003） ISO14001を取得

平成18年 （2006） プライバシーマークを取得

平成20年 （2008） コンプライアンス態勢発足

平成21年 （2009） 内部通報制度スタート

平成22年 （2010） 国連グローバル・コンパクトへの参加

　マスメディア
（テレビ、新聞、雑誌、ラジオ）
　OOHメディア

（屋外、交通、シネマ、デジタルサイネージ）
　SPメディア

（折込チラシ、DM、POP、のぼり、フリーペーパー）
　ネットメディア

（リスティング、バナー、リッチメディア、ストリーミング、
オプトイン、ターゲティング、モバイル）

広　告

タッチ＆トライ型イベント
文化催事

懸賞キャンペーン
サンプリング
マネキン販売

ソーシャルメディア
（SNS、ミニブログ、音声･動画共有サービス、

商品クチコミ・コメント/評価）
モバイルアプリ・デスクトップアプリ

キャンペーンサイト

プロモーション

ニュースリリース
　メディア･トレーニング

　記者発表会･プレスイベント
　危機管理広報

広　報
広告、SPの表現プランの企画･制作
会報誌、情報誌の企画･取材･編集
テレビCM、ラジオCMの企画･制作

Webの企画･制作
スタジオ撮影、ロケーション撮影
キャラクターの企画･制作
CI、VI、プラン企画･制作

クリエイティブ・エディトリアル

ポスター
パンフレット
フライヤー
DM

会社案内
社内報

CSRレポート
アニュアルレポート

論文集
書籍

定期刊行物

印刷物

DVD・CD・USB制作プレス
　電子書籍･電子カタログ
eラーニングコンテンツ
　全文検索システム

　Word・PowerPoint対応

電子媒体

テレビCM
販促用ビデオ
研修用ビデオ
ストリーミング映像
ポップアップ広告
イベント用映像

映　像

SEO・LPO・EFO
ユーザビリティ設計･制作
アクセシビリティ設計･制作
運用支援･更新委託

Webサイト

ホスティングサービス
ドメイン取得

ハウジングサービス
認証基盤対応
暗号化対策

Webインフラ

業務向けシステム
eラーニングシステム
文書管理ソリューション
地理情報システム
CRM・グループウェア
オープンソース導入支援

業務･イントラ系

CMS構築･導入支援
Webアプリケーション制作
サイト内全文検索

ECサイト・商品データベース
ターゲット解析・レコメンド
DRM・課金対応

Webシステム

スペシャルサイトの企画･制作
キャンペーン･サイト
リッチコンテンツ･サイト
ランディングページ
CSR/IR/採用サイト

フォーラム･掲示板･投稿サイト
音声読み上げ・PIPサイト

スペシャルサイト

モバイルサイト（全キャリア）
　モバイルFLASH
モバイルアプリ

iPad/スマートフォンアプリ
AR

モバイル

FLASHコンテンツ
動画･ストリーミング
ライブカメラ・中継
地図コンテンツ
３D・VRコンテンツ
グラフ･ダッシュボード

リッチコンテンツ

Business Concept Chart

事業テーマ
我々はコミュニケーション分野の課題解決型企業として
顧客に最適な価値を提供することを追及し続けます。

ミッション ヒトと社会を豊かにするコミュニケーションの創造

FAX調査・郵送調査
　インタビュー調査
　会場調査･CLT調査
　ホームユーステスト

　覆面調査（ミステリーショッパー）
アイトラッキング調査
インターネットリサーチ

調査･分析

IMC（ｲﾝﾃｸﾞﾚｲﾃｨｯﾄﾞ･ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）
Webセンタリングマーケティング
CRM（ワン・トゥ・ワン・マーケティング）
コーズ･マーケティング
ソーシャル･マーケティング
エリア･マーケティング
マス･マーケティング

コミュニケーション･プラン

Company Overview
会社概要

Activities
事業内容

History
沿　革
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